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日
清
戦
争
後
の

外
資
轍
入

堀

江

麗

保

-
資
本
需
給
の
股
態

日
清
戦
争
後
四
企
業
熱
の
勃
興
に
は
、
主
さ
忙
劃
期
的
と
稿
す
べ
き
も
白
が
あ
っ
た
。
例
へ
は
明
治
=
一
十
五
年
現
在
の
曾
社
数
八

千
六
百
十
こ
の
う
ち
、
七
千
二
百
十
七
印
私

J

約
八
割
四
分
は
二
十
七
年
以
降
の
創
設
忙
か
A
る
。
而
も
そ
白
大
部
分
は
二
十
八
年
乃

至
三
十
年
の
三
ヶ
年
聞
に
計
霊
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
り
間
白
計
重
費
本
金
額
は
、
融
関
道
・
銀
行
・
諸
曾
枇
合
せ
て
十
四
億

六
千
四
百
寓
園
陀
上
り
、
二
十
七
年
末
現
在
の
此
等
三
者
白
一
期
込
費
本
金
総
計
が
二
億
五
千
寓
闘
た
り
し
に
針
比
す
れ
ば
、
寅
に
驚

く
べ
を
も
の
が
あ
っ
た
。
企
業
熱
の
中
心
ム
」
佐
っ
た
も
の
は
鍛
道
・
銀
行
・
綿
締
紡
績
の
三
者
ぐ
あ
っ
て
、
就
中
畿
道
は
右
の
計
壷

資
本
金
額
の
う
ち
五
割
八
分
を
占
め
、
銀
行
は
一
割
五
分
弱
、
時
間
り
白
二
割
七
分
弱
が
線
綿
紡
績
共
他
若
干
の
諸
合
位
忙
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
ゐ
h
M
o

か
ー
ミ
る
企
業
熱
勃
興
の
原
因
は
、
戦
前
上
り
引
績
〈
銀
債
の
暴
落
と
職
勝
に
よ
る
諸
影
響
と
に
蹄
せ
ら
れ
る
が
、
後
者
白
う
ち
重

要
た
る
も
白
に
は
、
企
業
費
金
の
豊
富
化
、
内
外
に
於
け
る
商
品
需
要
の
増
大
、
物
債
臓
費
等
が
あ
り
、
此
等
D
結
果
と
し
て
生
ピ

た
企
業
利
潤
の
増
大
は
、
戦
時
中
資
金
を
軍
費
忙
吸
牧
さ
れ
る
と
と
竿
よ
っ
て
一
時
沈
表
し
て
ゐ
た
企
業
心
を
反
動
的
に
荷
湿
た
ら

し
め
、
己
れ
に
銀
債
の
暴
落
に
伴
ム
好
影
響
が
絡
み
つ
い
て
、
と
t
h

に
未
曾
有
白
企
業
熱
勃
興
期
を
現
出
し
た
白
で
あ
る
。

日
常
戦
争
後
。
件
費
輸
入

第
五
十
凡
を

第
六
肱

:It. 

J可
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日
消
職
事
後
の
持
費
輸
入

第
五
十
A
巻

ハ
八
回

俸
/、

競

O 

併
し
乍
ら
、
そ
と
に
生
じ
た
重
要
た
一
現
象
は
、
今
度
は
逝
巨
費
金
に
不
足
を
生
巴
た
と
い
ふ
己
と
で
あ
っ
た
。
日
本
銀
行
嘗
局

は
そ
の
聞
の
事
備
を
左
の
如
〈
説
明
し
て
ゐ
る
。

J 

『
日
情
戟
争
以
後
白
執
が
岡
樟
済
界
自
趨
行
は
全
f
尋
常
由
軌
道
を
麗
し
で
非
常
の
捜
壊
に
陪
れ
り
1

其
田
原
因
は
本
位
賀
惜
の
下
落
、
軍
事
会
債

竺
募
集
其
白
他
向
井
経
済
上
自
事
情
に
存
す
る
も
白
あ
る
は
割
前
な
り
と
雄
、
其
白
最
重
な
る
も
の
は
償
金
及
外
債
の
肱
容
に
あ
り
と
す
。

去
る
明
暗
ニ
十
八
年
四
月
平
和
帳
約
四
締
結
せ
ら
れ
、
武
億
雨
旧
軍
費
賠
償
金
を
得
る
白
報
ち
る
や
、
世
人
一
般
比
申
豆
観
の
黄
金
在
韓
入
せ
ぽ
我

が
鯉
済
界

m
費
本
を
噌
加
L
、
従
て
金
融
陵
和
・
金
利
下
落
の
鞍
呆
を
生
ず
べ

L
・
と
由
競
想
を
懐
け
る
が
如
し
。
然
る
に
事
貨
は
会
〈
謙
想
に
反
し
、
、
片

品
話
題
迫
・
金
利
騰
貴
甲
結
果
を
且
る
に

T
し
は
、
珊
奇
異
議
な
き
に
あ
ら
ざ
る

t
o
f
fま
〈
貴
重
審
加
す
る
も
其
白
涜
週
一
肝

匝
域
回
如
何
に
依
り
其
田
結
果
を
異
に
す
あ
己
と
あ
る
を
識
想
せ

F
'
L
諜
謬
に
問
づ
る
も
の
&
ナ
。
若
政
府
に
於
て
常
時
償
金
の
一
部
在
以
て
公
債
漉

を
償
還
し
た
ら
ん
に
は
、
其
白
資
金
同
商
工
業
者
。
手
に
入
て
金
融
界
を
置
和
十
る
の
披
あ
B
L
E
と
、
品
世
人
由
理
想
白
如
f
な
'
し
な
ら
ん
。
然
闘
。

ιに
暁
府
は
明
治
=
一
十
一
年
玉
、
大
月
白
頃
季
五
百
高
岡
田
障
の
公
債
買
上
を
な
し
、
参
百
六
十
参
寓
闘
億
四
割
業
銀
行
債
券
を
引
受
け
た
る
外
は
、
位
一
叩

借
金
及
外
債
募
集
白
金
部
を
皐
げ
て
陸
梅
軍
繍
張
費
且
政
府
事
業
白
経
費
に
充
て
た

P
。
而
し
で
其
由
一
都
は
件
闘
に
於
て
直
に
支
出
し
、
其
の
一
部
品
嚇
駒

内
地
に
輸
入
し
た
る
黄
金
一
は
、
或
は
土
地
及
諸
材
料
由
貿
上
賓
と
な
り
、
或
は
職
工
幡
宮
働
者
の
賃
金
と
な
り
で
之
を
一
民
間
に
撒
布
し
た
る
が
故
、
一
方
光
川

に
於
て
は
大
に
岡
民
由
消
費
力
を
霊
ナ
る
と
同
時
に
大
に
噛
慨
を
騰
貴
し
、
他
方
に
於
て
は
商
工
業
費
本

m
不
足
を
感
ぜ

L
晶
、
建
に
世
人
目
強
想
註

に
反
歩
る
由
結
果
を
生
ず
る
に
至
目
し
な

p
。

』
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f
町

ヨ
川
刊

治
協

明
田
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『
貸
附
金
の
利
息
と
事
業
白
利
益
と
共

闘
輪

E
路
た
る
人
「
東
京
経
済
雑
誌
」
に
「
経
済
上
白
一
大
脊
翻
」
た
る
一
文
を
寄
せ
、

構
衡
を
得
ざ
る
己
と
』
を
以
て
『
一
大
奇
観
』
た
り
と
し
、
そ
白
内
容
を
詳
述
し
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
、
首
時
事
業
の
好
調
、
政

府
白
利
径
配
償
保
詮
た
ど
に
よ
っ
て
比
較
的
よ
昔
配
首
を
た
せ
る
銭
道
・
諸
曾
枇
じ
於
て
す
ら
、
利
盆
院
首
会
白
株
式
時
債
に
勤
す

一
一
割
を
超
ゆ
る
も
の
稀
で
あ

Z
の
忙
劃

L
て
、
貸
付
金
利
は
全
園
を
平
均
し
て
一
割
以
上
に
あ
っ
た
。
日
本
銀
行
は
か

る
割
合
は
、

主
る
朕
態
に
鑑
み
、
貸
附
日
歩
を
二
銭
ニ
座
よ

b
三
銭
に
引
下
げ
た
が
、
そ
の
年
利
換
算
車
は
七
分
二
犀
で
あ
っ
て
、
主
要
餓
讃
七

曾
祉
の
株
式
時
慣
に
謝
す
る
利
集
配
常
率
平
均
六
分
一
-
慢
を
遥
か
に
上
廻
っ
て
ゐ
た
。
い
ふ
迄
も
註
〈
、
危
険
性
の
よ
り
大
た
る
企

.) 
3) 



業
医
謝
す
る
報
償
は
、
そ
白
よ
り
小
注
る
貸
付
金
利
子
よ
り
も
高
か
る
べ
き
が
営
然
で
あ
り
、
ま
た
か
ミ
る
欣
態
に
於
十
て
己
モ
諸
産

業
の
園
滑
一
な
る
設
展
が
期
待
せ
ら
れ
呂
。
然
る
に
日
清
戦
争
直
後
の
我
圃
の
扶
態
は
ま
さ
に
逆
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
要
f
る
K
商
工

l' 

業
資
本
の
不
足
よ
り
生
ビ
た
一
現
象
に
外
注
ら
な
か
っ
た
。

貸
附
金
白
利
息
と
事
業
の
利
径
と
が
か
〈
の
如
〈
樺
衡
を
染
っ
て
ゐ
る
巳
も
拘
ら
や
、
世
間
猶
ほ
株
を
持
た
ん
と
す
る
者
多
〈
、

事
業
家
の
陸
績
と
し
て
超
れ
る
理
由
は
、
闘
輪
氏
じ
主
れ
ば
、
明
年
{
二
十
九
ち
に
至
り
償
金
の
流
入
あ
る
以
上
、
金
利
は
必
宇
下

落
し
て
右
の
構
衡
を
同
復
す
べ
し
と
回
一
般
的
た
諜
想
に
あ
っ
た
。
併
し
同
氏
は
「
金
利
果
し
て
下
落
せ
ぽ
資
金
白
需
用
亦
大
侃
起

り
、
諸
曾
祉
の
勃
興
・
諸
物
債
の
騰
貴
と
倶
に
金
利
引
締
白
結
果
を
来
た
し
・
再
び
今
日
D
如
き
奇
観
に
復
す
べ
き
は
同
棋
を
容
れ
ざ
る

た
り
・
然
ら
ぽ
帥
ち
事
業
家
の
利
益
は
金
貸
の
矯
め
に
吸
集
せ
ら
れ
、
牧
支
相
ひ
債
は
ざ
る
D
結
果
を
見
る
ペ
し
』
と
論
じ
て
ゐ
る
。

要
ず
る
応
、
生
産
業
に
投
ぜ
ら
る
ベ
曹
養
金
が
戦
争
の
た
め
多
〈
軍
費
k
ι
て
費
消
せ
ら
れ
、
ま
た
戟
勝
景
気
・
生
活
向
上
等
の

た
め
消
費
生
活
資
金
の
需
要
増
加
し
、
以
て
戦
争
を
契
機
と
し
て
俄
に
勃
興
せ
る
企
業
熱
に
慮
中
ペ
曹
資
金
の
相
樹
的
不
足
と
な

り、

E
E
A
に
所
調
『
制
帽
掛
土
の
一
大
奇
観
』

bz
呈
す
る
と
と
に
な
っ
た
D
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
偶
々
戦
争
の
七
め
に
現
は
れ
た

ま
で
の
事
柄
で
あ
っ
て
、
根
本
的
忙
は
近
代
的
産
業
の
磁
建
に
封
臨
す
べ
き
蓄
積
資
本
の
不
十
分
で
ふ
事
柄
。
双
生
的
現
象
に
外
友

ら
た
か
っ
亡
。
か
L
る
根
本
的
-
注
意
味
、
の
資
金
不
足
は
、
商
工
業
・
外
国
貿
易
白
設
建
を
阻
害
虫
る
。
後
進
国
に
於
て
は
特
に
然

り
で
あ
る
。
か
〈
て
、
戦
争
を
機
舎
に
露
呈
せ
ら
れ
に
資
金
不
足
白
事
貸
は
、
外
資
の
轍
入
を
以
て
経
消
上
の
一
大
問
題
点
ー
ら
し
め

亡
。
か
つ
て
は
殆
E
論
議
さ
れ
怠
か
っ
た
乙
白
問
題
が
、
日
清
戦
争
後
俄
に
主
役
の
地
位
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。

外
資
輸
入
政
策

H
情
職
場
後
白
件
費
轍
入

t
F
E
十
凡
巻

百
九
五

第
六
披



-
日
情
聴
事
後
四
件
費
輸
入

俸
五
十
凡
巷

六
凡
六

傍
六
説

-
既
に
金
本
位
制
の
貸
施
忙
土
り
、
外
資
輸
入
に
容
易
在
る
途
を
開
い
た
以
上
、
突
に
来
る
べ
き
は
そ
の
轍
入
方
法
の
問
題
で
島
っ

た
。
前
ち
政
府
は
明
治
=
一
十
一
年
十
月
二
十
日
開
催
の
第
一
同
農
商
工
高
等
曾
議
に
針
し
、
第
一
諮
問
案
と
し
て
外
資
臓
入
を
議
題

に
供
L
b。
諮
問
案
の
内
容
は
、
本
邦
経
桝
の
現
吠
陀
鑑
み
、
外
資
輸
入
の
必
要
あ
り
や
否
干
、
若
し
必
要
あ
り
と
せ
ば
最
も
趨
切

以
ど
白
情
勢
に
鑑
み
、
政
府
は
夙
に
外
資
輸
入
の
必
要
を
認
め
た
も
の
L

如
〈
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
た
る
措
置
を
講

h
w
 

E
J
ま

た

要

路

者

が

と

れ

に

闘

す

る

所

見

を

吐

露

し

た

白

は

、

明

治

三

十

年

以

後

の

と

と

で

あ

る

。

即

時。

先
づ
同
年
幣
制
改
革

2
2
h寄
り
、
松
方
蔵
相
は
一
一
月
二
十
五
日
比
貨
幣
法
共
他
附
属
法
案
を
閣
議
に
提
出
し
て
回
〈
、
引

『
金
本
位
の
貸
施
は
欧
米
諸
』
貨
幣
市
揚
の
中
心
と
我
一
国
市
揚
と
を
聯
絡
せ
し
め
、
相
互
の
間
気
一
脈
を
遇
、
?
る
の
便
を
開
昔
、
貿
易
俳
明

白
設
建
期
し
て
侠
つ
ベ
普
段
h
』
と

0
.

更
に
般
相
は
=
一
月
三
日
議
曾
に
於
け
る
設
法
案
提
出
理
由
の
説
明
中
忙
、
貨
幣
制
度
改
革
の
恥
ロ
ゐ

集

払

頁

必
要
及
ぴ
利
盆
と
し
て
、
一
、
物
債
の
繭
蓄
を
浮
、
、
る
の
知
、
二
、
輪
出
精
進
の
利
益
、
三
、
矯
替
の
費
動
を
減
宇
る
の
利
盆
、
を
酬
明
J

罪
、
而
し
て
第
四
陀
「
託
金
融
損
害
使
で
す
ま
す
。
我
厨
も
空
間
勢
。
霊
す
る
に
君
、
進
で
寓
園
の
事
と
気
脈
璃
認

を
泊

TOの
泌
一
宇
佐
感
ホ
る
陀
至
れ
-po
然
る
に
現
今
本
邦
は
海
外
色
白
金
融
は
殆

E
隔
離
し
て
居
り
ま
す
が
、
我
邦
幣
制
の
室
崎
職
時
J

期

情

報

と
た
る
陀
至
れ
ぽ
彼
我
金
融
市
場
の
閥
に
融
通
の
使
を
増
す

E
E
ミ
存
巳
ま
す
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。
邸
ち
金
本
位
制
の
貸
施
は
外
資
前
匝
新

治

京

湾

輸
入
忙
便
を
輿
へ
る
目
的
を
含
め
て
考
慮
せ
ち
れ
た
事
柄
で
あ
っ
て
、
論
者
或
は
『
金
貨
本
位
の
採
用
は
外
資
の
輸
入
を
謀
ら
ん
と
細
川
市
川
構

要

詑

僻

す
る
白
切
た
る
に
出
で
た
る
や
明
悲
り
と
れ
』
と
い
ひ
、
或
は
量
に
松
方
内
閣
の
金
貨
本
位
制
度
を
建
つ
る
や
、
共
深
意
蓮
〈
外
概
前
伺

求

目

論

資
輸
入
の
警
開
〈
に
あ
り
h
る
た

h
』
k
論

じ

た

。

ノ

J

始
入
入

草
、
川
権
輸

政
頁
費
費

制
由
升
外

融
市

4

、、

年

h
人
郎

十

U
主
夫

コ
一
作
樟
桂

治
上
海
村

明
同
呑
中

在
る
方
法
如
何
、
と
い
ふ
に
あ
っ
た
が
、
中
心
が
後
の
賦
に
置
か
れ
て
ゐ
た
己
と
は
い
ふ
迄
も
な
か
ら
う
。

営
時
鍛
道
合
祉
の
う
ち
に
は
、
居
留
地
の
外
品
問
を
通
じ
、
枇
債
券
棋
院
行
の
方
法
に
よ
っ
て
外
資
を
輸
入
せ
る
も
の
以
あ
っ
た
。
而

)
)
)
}
 

4
5
6
7
 



し
で
か
ミ
る
方
法
に
よ
り
鰻
道
債
鼻
持
を
外
園
入
比
所
有
せ
し
め
て
可
た
り
や
否
や
白
疑
問
を
懐
け
る
豊
川
・
房
綿
・
豆
相
・
尾
西
の

四
銭
道
曾
世
々
長
は
、
連
名
を
以
て
首
局
に
一
の
伺
書
を
提
出
し
か
。
己
れ
忙
劃
し
て
政
府
は
直
ち
陀
許
可
白
指
令
を
渡
し
た
が
、

松
岡
蔵
相
の
談
と
し
て
新
聞
紙
の
報
道
せ
る
t
E
A一
陀
よ
れ
ば
「
今
日
は
匝
々
小
万
細
工
を
用
ふ
る
の
時
に
あ
ら
歩
、
宜
〈
内
外
資

本
共
通
の
遣
を
開
昔
、
直
接
K
外
資
を
職
入
し
て
民
間
費
金
の
不
足
を
補
ふ
の
策
を
講
や
可
し
。
経
済
界
救
済
の
目
的
を
以
て
餓
道

園
有
論
を
主
張
す
る
も
白
あ
れ
ど
も
・
是
迂
遠
の
極
忙
し
て
、
愈
私
設
織
道
を
買
牧
オ
る
と
と
与
す
る
も
、
之
を
寅
行
す
る
に
は
議

舎
の
協
賛
を
要
す
。
而
し
て
議
舎
の
協
賛
を
経
て
愈
々
銭
道
を
買
牧
す
る
迄
陀
は
、
共
闘
幾
多
の
日
子
を
要
す
る
牛
よ
り
、
斯
る
策

を
執
ら
ん
よ
り
は
民
閣
の
事
業
家
自
ら
直
ち
に
外
資
輸
入
に
着
手
す
る
に
如
か
宇
。
或
は
彼
等
が
論
や
る
が
如
〈
各
鱗
道
の
枇
債
及

株
晶
掃
を
外
人
民
所
有
せ
し
む
る
に
付
昔
、
政
府
D
公
認
を
得
る
の
必
要
あ
る
べ
し
。
政
府
は
速
か
忙
公
認
を
奥
へ
て
可
左
り
H

と
あ

bJ
、
即
ち
畿
道
曾
祉
の
外
資
輸
入
に
つ
昔
、
積
極
的
に
己
れ
を
勧
奨
す
る
が
如
昔
態
度
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

月十

丸

E

r

n

w

，
 

十

岬

コ

一

日

拍

、明。
。

(

f

E

 

民

月

六

5

4

n「

6

3

4

 

問
、
一
一
一

語一計

四
一
明
抽

体

同

刊

ム
擁
規
一
樹

脂
抑
叫
明

開
傍
傭
鐸

(
陸
)
銭
遁
株
を
件
人
に
所
有
せ
し
品
る
時
は
、
一
外
人
出
餓
遭
舎
祉
の
重
役
と
し
て
入
込
む
こ
と
が
穣
想
せ
ら
札
る
が
、
こ
れ
に
聞
し
て
ほ
肢
に
三
十
一
綱
、
、
、

京
上
上
上

一
年
閣
議
に
於
て
潤
題
と
な
り
、
鋪
道
市
川
政
拍
上
・
軍
事
上
白
重
要
位
に
鑑
品
て
、
外
人
の
餓
道
曾
世
重
役
就
怪
を
禁
止
す
べ
き
法
令
を
渡
す
べ
し
と
東
同
間
同

か
、
か
L

る
禁
令
を
設
す
る
四
み
に
で
は
十
分
な
ら
f
k
恥
の
主
臨
も
行
は
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
至
p
、
結
局
、
梧
律
を
以
て
件
闘
入

に
私
設
備
遺
舎
枇

m
重
役
た
る
と
と
を
禁
ず
6
は
委
官
な
ら
f
、
其
必
要
あ
る
に
於
て
は
舎
枇
の
定
款
を
以
で
相
官
白
規
定
を
設
〈
ベ

L
K
ド
ム
事
に

降
っ
て
三
十
三
年
戸
、
政
府
は
銭
道
株
山
揮
を
外
国
人
に
所
有
せ
し
め
る
こ
と
も
と
れ
を
会
認
し
た
。
郎
ち
商
業
曾
議
所
聯
合
舎
の
委

員
が
首
相
外
三
大
臣
と
舎
談
せ
し
際
、
己
れ
に
闘
す
る
疑
問
が
委
員
上
り
愛
せ
ら
れ
、
芳
川
遁
相
・
曾
根
農
商
相
は
差
支
へ
た
か
る

ペ
費
旨
答
へ
た
が
、
特
に
主
務
官
嗣
隔
た
る
遁
信
省
忙
於
で
は
至
念
に
右
に
闘
す
る
省
議
を
決
定
し
、
六
月
五
日
、
目
本
・
山
陽
・
金

謹
・
京
都
・
豊
川
・
房
綿
・
尾
西
・
豆
相
白
各
鎮
道
曾
一
枇
に
封
し
、
鍛
道
株
歩
hz
外
人
に
所
有
せ
し
む
る
と
と
を
認
可
す
る
旨
の
指

令
を
愛
し
た
。日

清
戦
争
後
の
件
実
輸
入

六
八
七

第
六
披

第
五
十
八
巻

8) 
9) 

10) 
11) 



年ド白-一「泊明

外
資
白
轍
入
を
謀
ら
ん
と
す
る
の
切
な
る
に
出
で
た
る
や
明
号
と
す
』

k
冒
頭
し
て
先
づ
金
本
位
制
露
の
意
闘
を
哲
、
進
ん
ー
譲二週

で
『
余
輩
恩
ふ
陀
外
費
の
輸
入
時
と
し
て
共
利
益
友
き
に
あ
ち
A
Y
と
雌
、
今
日
の
如
き
費
態
を
呈
せ
る
我
粧
梼
祉
舎
に
於
て
高
利
会

m仏

債
を
賀
却
す
る
が
宮
、
若
し
く
は
外
債
を
募
集
す
る
が
如
昔
、
執
に
せ
よ
外
資
の
輸
入
断
巴
て
不
可
号
、

8
今

日

の

如

〈

埠

頻
り
に
高
利
の
公
債
を
費
却
し
て
外
資
を
輸
入
す
る
が
如
垂
は
、
国
家
経
済
の
得
策
に
あ
ら
ざ
る
た
り
』
と
い
ひ
、
そ
の
理
由
を
次
弘
糊

道
捕
問

曲
締

本
し
京

円
車

H
前
職
事
後
白
川
丹
費
輸
入

決
定
L
h
。
而
し
て
外
岡
人
が
鏡
讃
脅
枇
の
株
主
ー
と
な
る
と
主
は
、
闘
揖
上
に
於
て
も
僚
約
に
於
て
も
何
等
乙
れ
を
拒
否
す
る
規
定
な
f
、
従
っ
て
そ

れ
は
升
園
入
由
自
由
意
志
に
基
〈
事
柄
で
あ
っ
た
。
絶
つ
ぞ
外
岡
人
を
株
主
た
ら
し
品
、
若
〈
悼
債
券
所
有
者
た
ら
し
む
る
忙
就
て
は
、
上
越
白
・
聞
き

認
「
可
申
情
、
若
〈
は
認
可
弔
認
可
の
手
績
を
晶
要
左
す
る
わ
け

e
は
な
払
っ
た
が
、
鈍
遭
白
政
措
上
・
軍
事
上
自
重
要
性
に
某
き
、
事
質
上
或
は
便
宜

上
白
事
柄
と
し
て
認
可
申
請
の
手
績
が
執
ら
れ
た
も
田
正
思
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
餓
遁
曾
枇
重
設
の
朋
題
が
閣
議
に
於
で
論
議
せ
ら
れ
た
の
は
、

品
川
人
の
鍛
選
株
所
有
田
事
が
斑
想
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
ξ

、
即
ち
政
府
と
し
て
は
と
れ
を
積
極
的
に
勧
奨
せ
ず
主
ず
る
も
、
敢
で
拒
否
せ
ざ
る
態
度
を
持

し
て
ゐ
た
こ
止
を
窺
は
し
む
る
も

D
e
あ
る
。

保
五
十
八
巻

静
六
擁

百
八
凡

四

外
資
総
入
に
関
す
る
意
見

以
上
の
如
き
政
府
の
政
策
並
に
態
度
に
臆
じ
で
如
何
陀
外
資
か
輸
入
せ
ら
れ
た
か
。
そ
れ
を
諮
べ
る
に
先
立
ち
、
外
賓
轍
入
陀
闘

す
る
意
見
、
並
に
外
資
轍
入
の
方
法
従
っ
て
轍
入
外
資
の
使
途
如
何
を
様
。
て
行
は
れ
た
論
議
に
就
て
一
瞥
し
よ
う
。

呑
海
億
七
人
怠
る
一
論
客
は
、
「
外
資
輸
入
の
前
抽
出
」
た
る
一
文
民
於
て
、
『
金
貸
本
位
の
採
用
は

(4) 
外
費
櫓
入
反
針
論

の
四
鮪
に
踊
し
て
ゐ
る
。
(
一
)
外
資
を
轍
入
し
で
も
そ
れ
が
直
ち
に
資
本
化
せ
ち
る
与
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
金
融
欣
態
を
緩
和
す
る
能

は
宇
、
卸
ち
外
資
が
軍
艦
・
兵
器
等
の
代
金
と
し
て
外
閣
に
於
て
支
梯
は
る
先
場
合
、
金
制
判
白
低
下
を
鷲
ら
さ
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る

が
、
更
に
闘
内
で
使
ふ
院
し
で
も
そ
れ
が
俸
給
・
賃
銀
・
商
品
代
金
等
に
充
て
ら
る
L
場
合
は
、
徒
ら
に
通
貨
膨
脹
・
物
貨
騰
貴
を
日
目



来
す
白
品
。
(
二
)
外
資
轍
入
に
主
っ
て
金
融
を
緩
和
す
る
の
放
あ
り
と
す
ろ
も
、
現
時
の
醐
埋
蔵
的
危
財
界
の
欣
態
陀
於

τは
、
外
資

輸
入
は
結
局
投
機
者
流
を
喜
ば
し
、
徒
ら
に
投
機
心
を
煽
る
に
止
ま
り
、
買
に
闘
家
経
済
白
縫
遣
を
企
闘
す
Z
所
以
陀
あ
ら
宇
。

(
一
一
一
)
外
資
輸
入
陸
上
り
、
一
部
世
人
の
杷
憂
せ
る
と
E
る
の
、
外
人
が
我
が
政
構
に
容
蟻
ず
る
が
如
き
恐
れ
な

L
Kす
る
も
、
利
燐

の
損
失
と
生
産
D
利
盆
と
が
均
衡
を
保
つ
能
は
ぎ
る
場
合
忙
は
、
結
局
園
出
来
心
損
失
と
な
る
。
(
四
)
外
資
を
輸
入
す
れ
ば
、
会
債
諸

株
式
の
債
格
騰
貴
し
て
財
界
は
一
時
活
況
を
呈
す
ペ
垂
も
、
外
資
が
他
に
有
利
な
る
投
資
口
を
見
出
し
て
戎
圃
か
ら
引
揚
げ
ら
る
h
d

揚
合
に
ほ
、
財
界
は
反
動
的
に
惨
放
を
呈
す
ペ
し
、
蓋
レ
封
外
投
資
白
本
寧
は
ロ
ス
チ
ヤ
干
ル
ド
・
パ

Y
ダ
l
ピ
ル
ト
の
如
雪
世
界

を
跨
に
か
け
て
ゐ
る
思
惑
師
で
あ
る
か
ら
。
即
ち
外
資
輸
入
に
上
り
/
「
我
闘
の
経
済
界
は
之
等
思
惑
師
に
操
ら
る
己
と
誌
な
る
を
如

何
せ
ん
』
と
い
ふ
に
あ
る
。

十
血
も
筆
者
は
‘
外
資
を
内
地
に
職
議
し
て
商
工
業
資
本
忙
供
ず
る
に
就
て
は
、
強
ち
反
動
で
は
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
併
し
明

拾
三
十
年
頃
白
政
府
白
外
費
輸
入
の
意
園
位
、
主
と

L
て
と
れ
に
よ
う
で
軍
艦
・
兵
器
の
膳
λ
代
金
に
定
て
、
若
〈
は
内
地
に
轍
迭

し
て
軍
備
の
繍
張
を
中
心
と
す
る
狭
義
白
戦
後
経
構
事
業
陀
使
用
せ
ん
と
し
て
ゐ
た
時
で
あ
る
か
ら
、
自
然
上
述
の
如
苦
反
針
論
が

成
立
し
得
た
の
で
あ
る
。

突
に
大
隈
伯
は
一
-
一
十
一
年
一
月
、
日
本
貿
易
協
舎
忙
於
け
る
演
説
に
於
て
、
外
資
輸
入
に
反
勤
し
予
挙
る
靖
貨
牧
縮
の
方
策
E
講

巴
て
経
済
界
主
常
軌
陀
復
す
ペ
昔
を
提
唱
L
て
怠
白
如

4
述
〈
て
ゐ
る
。

『
置
事
件
費
檎
入
を
唱
ふ
る
の
擦
躍
し
き
も
、
関
岡
以
来
三
十
億
年
間
常
に
件
費
は
韓
入
せ

ιれ
つ
L

畠
る
に
あ
ら
fAT
、
見
よ
無
形
と
し
て
は
文

明
新
知
識
の
輸
入
あ
り
、
有
形
主
L
て
は
鋪
道
官
信
等
文
明
機
峨
由
購
入
品
回
、
件
費
輸
入
白
事
未
定
必
ず
し
屯
今
日
目
始
宮
り
た
る
事
に
串
ち
干
、

唯
某
恥
迩
串
白
所
謂
野
費
轍
入
お
る
も
回
は
金
〈
外
よ
り
費
金
を
輸
入
せ
ん
&
ナ
る
に
在
る
も
の
お
却
し
、
然
れ
E
も
職
後
一
且
塑
嗣
を
車
L
去
る
骨
時

間
視
界
は
今
や
婚
に
漸
哉
順
調
に
復
せ
ん
・
と
し
ワ
ゐ
あ
p
、
旦
成
離
よ
P
見
れ
ば
外
費
輸
入
論
者
が
曲
賞
金
目
世
乏
を
唱
ふ
る
に
拘
ら
ず
、
護
金
同
事
怯

日
掲
職
事
後
国
外
実
轍
λ

傍
五
十
凡
品
世

ハ
八
九

時
占/、
盤

五

向上、傭9[1班、臼7貰。'4) 



日
清
戦
争
後
白
外
費
犠
λ

第
五
十
八
巻

樺
六
腕

六

六
九
O 

乏
せ
ざ
る
に
際
し
て
更
に
外
よ
nJ
賛
金
を
輪
入
せ
ば
、
偲
令
一
時
之
が
篤
に
花
咲
f
時
は
あ
る
と
も
、
左
な
き
だ
に
膨
脹
せ
る
遁
貨
は
盆
々
膨
脹
L
T一

物
債
を
騰
貴
せ
し
晶
、
輸
入
を
超
過
せ
し
め
て
直
に
萎
縮
の
時
あ
る
べ
〈
、
折
角
順
調
に
復
せ
ん
と
す
る
臨
済
界
を
叉
々
費
調
に
陥
ら
L
む
る
は
是
皆

策
白
得
た
る
も
由
な
ら
ん
宇
、
今
日
白
急
務
は
外
因
よ
り
黄
金
を
輸
入
し
て
賛
金
を
靖
加
せ
ん
よ
H
も
、
串
ろ
掴
貨
を
収
縮
す
べ
き
の
時
に
あ
ち
ず

中
』
一
耳
々
。

( 

ロ

政
府
要
路
者
が
外
資
輸
入
に
謝
し
て
積
磁
的
態
度
を
示
し
、
要
路
者
が
E
れ
を
個
人
的
談
話
の
形

外
資
輪
入
賛
成
論

式
で
表
明
し
て
ゐ
る

E
K
は
、
既
忙
第
二
項
陀
於
て
一
言
し
た
、

E
D
貼
を
更
に
補
は
ん
陀
、
先
づ
前
駐
働
大
使
(
聞
も
な
〈
司
法
大

臣
衣
で
農
商
務
大
臣
と
な
る
)
曾
根
荒
助
は
、
近
時
我
閣
に
於
て
資
本
の
茜
し
〈
快
之
せ
る
己
と
を
読
曹
、
と
れ
を
補
う
で
我
が
商
工
業

を
一
殻
謹
せ
し
め
工
嚢
を
精
美
た
ら
し
め
ん
に
は
、
外
資
輸
入
の
一
途
あ
る
の
み
と
説
昔
、
進
ん
で
外
資
輸
入
に
は
、
ご
)
個
人
的
事

業
、
帥
ち
外
資
忙
よ
っ
て
邦
人
企
業
家
が
各
自
事
業
を
替
み
、
若
〈
は
外
人
色
白
合
耕
事
業
を
経
替
す
る
か
、
合
己
闘
家
事
業
、
帥

ち
外
安
民
主
っ
て
政
府
自
ら
事
業
を
経
営
す
る
か
、
会
己
右
二
種
の
混
合
事
業
、
卸
ち
多
数
白
外
人
を
株
主
と
す
る
銀
行
を
設
立

し
、
諸
般
白
事
業
に
資
金
を
供
給
せ
し
む
る
か
、
己
白
三
方
法
あ
る
べ
昔
も
、
第
三
策
を
以
て
上
策
友
り
と
断
ヒ
、

E
の
銀
符
を
し

て
東
亜
の
中
央
銀
行
た
ら
し
む
べ
し
と
し
、
そ
の
構
想
に
ま
で
言
及
し
て
ゐ
払
。
と
の
意
見
は
三
十
一
年
司
法
大
臣
就
任
後
も
漁
ち

ぎ
る
と
と
る
で
あ
っ
た
。
同
様
D
見
解
を
表
明
せ
る
も
の
k
金
子
農
商
務
大
臣
あ
り
、
邸
ち
氏
は
外
費
を
輸
入
し
て
帝
国
工
業
銀
行

在
る
政
府
保
詮
四
一
犬
工
業
銀
行
を
設
立
し
、
以
て
餓
道
・
製
鋼
・
遺
般
・
築
港
た
ど
の
帝
国
の
存
立
に
必
要
訣
く
べ
か
ら
ざ
る
事

業
に
融
資
せ
し
む
べ
曹
を
力
説
し
で
ゐ
る
。

民
間
比
於
て
段
、
例
へ
ば
「
東
洋
経
済
新
報
」
の
如
曹
は
率
先
し
て
外
資
の
轍
入
を
提
唱
し
た
。
同
誌
に
「
外
資
輸
入
と
物
償
騰

貴
」
た
る
一
文
を
寄
せ
た
天
野
錦
之
博
士
は
、
物
債
騰
貴
の
趨
勢
を
抑
へ
ん
が
七
め
に
通
貨
の
収
縮
を
闘
ち
ん
と
ず
る
の
愚
策
在
る

所
以
骨
論

E
、

t
t
u
一
時
物
領
騰
貴
を
件
ふ
と
も
費
本
の
充
賓
を
行
ふ
べ
き
己
主
、
並
に
そ
れ
に
は
外
資
輸
入
以
外
に
詮
た
き
と

向上、俸8901斑(明治三十年)。
同上、第933鶴(明治三十一年)、 1346-7貰。
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と
を

oo5li¥ 
調
し
て

ゐ
る目。

更
に
商
業
曾
議
所
方
閣
に
於
て
は
、
外
費
の
輸
入
は
殆
E
無
保
件
的
且
つ
一
致
の
要
藍
で
あ
っ
た
。
賛
否
の
論
議
を
殆
ど
超
越
し

て
ゐ
た
。
従
っ
て
問
題
は
輸
入
の
方
法
如
何
と
い
ふ
忙
あ
り
、
若
く
は
輸
入
を
容
易
た
ら
し
む
る
た
め
に
は
如
何
に
制
度
主
改
善
す

ベ
曹
か
と
い
ふ
に
あ
っ
た
。
め
か

L
Z
論
議
の
代
表
的
た
る
も
の
を
大
阪
商
業
合
議
所
特
別
舎
員
三
谷
執
秀
忙
聴
か
う
。
氏
は
「
外
資

輸
入
白
方
法
に
闘
す
る
意
処
」
在
る
一
文
陀
於
て
、
『
我
が
園
経
消
事
情
白
外
資
を
轍
入
L
以
て
彼
我
の
貨
幣
主
し
て
共
通
た
ら
し

む
る
の
必
要
た
る
と
と
は
貨
幣
制
度
の
草
新
と
共
に
世
人
白
是
認
す
Z
所
忙
し
て
今
夏
之
を
蚊
々
ず
る
白
要
た
し
、
然
れ
ど
も
共
の

轍
入
白
方
法
忙
至
り
で
は
甲
是
乙
非
未
だ
一
定
せ
ざ
る
も
の
L
如
し
、
文
共
の
方
法
も
一
た
ら
守
し
て
或
は
公
債
の
寅
却
に
或
は
外

債
の
募
集
に
或
は
起
業
資
金
の
借
入
陀
或
は
外
人
事
業
の
特
許
に
皆
是
れ
現
今
白
一
問
題
た
ら
ざ
る
怯
英
し
、
然
れ
ど
も
余
が
蕊
に

一
去
は
ん
左
欲
す
る
所
の
外
資
輸
入
の
方
法
は
此
等
の
問
題
陀
あ
ら
宇
し
て
他
に
恰
首
遁
寅
た
る
も
の
在
り

τ存
す
、
何
ぞ
や
、
回
〈

株
式
白
寅
却
即
ち
是
た
り
』
と
冒
頭
し
て
、
以
下
そ
が
山
理
由
を
述
・
へ
、

E
つ
外
人
の
株
雰
所
有
擢
の
右
無
を
検
討
し
て
ゐ
る
。
民
に

よ
か
ば
、
現
時
資
金
の
紋
乏
に
悩
め
る
は
農
業
祉
曾
障
も
商
業
世
曾
陀
も
非
宇
、
買
に
工
業
祉
舎
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
悶
は
『
主
と

し
て
日
清
戦
争
の
た
め
陀
要
せ
し
軍
費
を
商
工
業
者
会
活
動
資
金
よ
り
募
集
し
、
而
し
て
彼
の
償
金
は
戦
後
の
粧
替
と
し
て
軍
縮
旗

張
共
白
他
の
費
途
に
之
を
芳
首
じ
、
政
府
事
業
犬
に
膨
脹
し
又
戟
勝
白
徐
威
民
間
事
業
頻
り
に
勃
興
せ
し
も
、
通
貨
の
仲
張
是
忙
及

ば
ざ
る
の
み
友
ら
や
、
軍
事
公
債
は
未
だ
償
還
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
、
起
業
資
金
は
戦
前
に
比
し
却
℃
減
少
し
、
此
が
矯
め
金
融
逼

迫
株
式
暴
落
せ
し
に
図
る
』
の
で
あ
り
、
従
っ
て
外
資
輸
入
の
有
法
も
自
白
決
定
せ
ら
れ
る
と
説
〈
白
で
あ
っ

τ、
何
故
株
式
の
寅

却
が
恰
営
趨
貫
な
る
方
法
で
あ
る
か
は
左
肥
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
謹
守
れ
て
ゐ
る
や
う
に
忠
ふ
。

『
凡
そ
件
費
E
輸
入
ナ
る
に
首
り
、
岡
家
が
之
に
干
博
せ
ず
し
て
岡
民
と
闘
民
と
の
閥
揮
を
以
て
起
業
賞
金
を
注
入
せ
し
む
る
よ
p
有
盆
に
し
て
H

日
清
職
争
後
白
外
資
輸
入

策
五
十
凡
巻

六
ブb

豊再
山，、
焼

七

東洋鰹済新報、第74説(明治ヨ十年)、 '-4買。
東京睦梼雑誌、第伊7披(明惜三十年)'"14-J9:頁以下。
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俸
六
都

つ
適
買
な
る
は
英
し
、
何
と
な
れ
ば
起
業
費
金
は
直
接
殖
産
興
業
を
助
成
す
る
も
白
に
し
て
、
彼
れ
の
得
る
所
の
制
は
却
ち
其
泊
資
金
内
働
き
に
困
り

て
噌
殖
し
た
る
官
の
艶
分
に
し
て
、
彼
れ
利
す
れ
ば
我
れ
中
野
利
益
を
得
、
我
れ
損
す
れ
ば
彼
れ
揖
損
央
た
る
を
兎
が
れ
f
、
而
し
て
又
能
〈
需
用
供
給

の
原
則
に
趨
ひ
伸
縮
目
白
向
を
有
し
、
其
の
入
る
宇
或
る
利
益
の
限
度
に
於
て
局
所
に
注
入
し
、
其
円
出
づ
る
宇
事
或
る
利
益
田
範
問
外
に
非
嵩
ず
る

こ
と
簡
は
ざ
れ
ば
な
り
、
然
る
に
今
宇
井
人
の
居
住
に
居
留
地
の
制
限
あ
り
、
其
白
事
業
に
内
地
経
密
を
許
さ
い
ゐ
る
の
制
あ
目
、
敢
に
株
式
を
賓
却
す

る
の
件
起
業
資
金
輪
入
自
方
法
之
れ
あ
ら
ざ
あ
な
り
、
是
れ
株
式
由
貿
買
を
且
て
件
費
斡
入
の
農
法
な
p
と
謂
ふ
所
以
な
り
。
』

保
約
の
改
正
忙
よ
り
、
外
園
人
の
内
地
雑
居
並
に
内
地
位
於
け
る
事
業
経
替
が
許
さ
れ
る
暁
に
は
、
自
ら
僚
件
は
異
る
が
、
保
約

改
正
前
の
現
赦
忙
於
で
は
、
株
式
の
寅
却
己
ぞ
最
も
遁
切
た
る
外
資
輸
入
白
方
法
で
あ
る
と
論
や
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
定
款
忙

外

A
の
株
式
所
有
を
制
限
若
く
は
禁
止
せ
る
特
殊
訟
舎
一
枇
を
除
昔
、
政
府
並
に
曾
祉
に
於
て
外
人
の
資
本
参
奥
を
拒
ま
ざ
る
の
態
度

日
荷
鞍
零
後
四
一
件
費
総
入

俸
五
十
八
巻

プ勺

九

1¥; 

を
明
示
す
る
と
共
に
、
こ
れ
に
膝
じ
た
る
遁
宜
白
措
置
を
講
宇
ぺ
き
旨
を
強
調
し
て
ゐ
る
。

外
資
輸
入
D
方
法
に
閲
し
て
、
曾
根
荒
助
が
、
臨
入
外
資
に
よ
っ
て
起
す
べ
き
事
業
の
全

〈

ハ

)

外
資
輸
入
の
方
法
の
問
題

回
開
別
に
一
コ
つ
の
方
法
を
鼎
げ
た
と
と
は
、
前
項
に
一
一
一
旨
し
た
が
、
更
忙
政
府
が
如
何
な
る
方
法
を
考
案
し
て
ゐ
た
か
を
見
る
忙
、
=
一

十
一
年
十
月
白
農
商
工
高
等
曾
議
に
射
し
て
諮
問
せ
る
と
と
る
を
悶
口
博
士
が
解
寝
せ
る
と
と
る
に
よ
る

ι、
(
ご
政
府
に
於
て
会

債
を
外
閣
に
募
り
と
れ
を
民
間
民
放
下
す
る
己
と
、
ご
一
)
政
府
保
読
の
下
位
成
立
す
る
所
の
銀
行
に
よ
っ
て
外
岡
資
本
を
誘
入
す
る

と
と
、
(
一
ニ
)
経
済
上
自
然
D
趨
勢
に
任
宇
る
と
と
、
の
=
一
方
法
が
あ
っ
た
ロ
最
後
に
輿
論
に
於
て
は
、
(
一
)
外
岡
債
を
募
集
す
る
己

主
、
(
二
)
五
分
利
附
会
債
を
外
固
に
於
て
募
集
す
る
E
と
、
〈
=
一
)
現
在
の
公
債
を
外
図
陀
質
問
す
と
と
、
(
四
)
株
鼻
持
を
外
闘
に
賓
却

し
、
駐
債
を
外
国
に
於
て
強
行
す
る
と
一
占
、
及
び
(
五
)
保
約
改
正
後
は
外
岡
人
が
内
地
に
於
て
草
組
問
民
文
は
邦
人
と
令
耕
し
で
諸
積

の
事
業
を
粧
品
同
す
る
忙
至
る
が
故
に
、
そ
こ
に
は
自
然
的
た
外
資
の
輪
入
が
期
待
せ
ら
る
h

と
と
、
等
が
考
へ
ち
れ
て
ゐ
た
。

此
等

ρ方
法
忙
闘
す
る
具
樫
的
た
説
明
は
と
れ
を
省
略
す
る
が
、
重
要
注
一
、
二
回
鮪
を
事
ぐ
れ
ば
、
政
府
が
公
債
を
外
岡
に
寅

同上、第953腕、 (066頁。19) 



却
若
〈
は
募
集
し
、
己
れ
を
軍
備
披
張
共
他
の
直
接
的
に
は
生
産
的
な
ら
ざ
る
事
業
に
使
用
す
る
と
と
に
針
し
で
は
、
政
府
首
路
者

の
一
部
を
除
雪
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
げ
反
劃
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
。
政
府
保
設
白
銀
行
を
設
立
し
て
外
資
を
誘
入
せ
ん
と
す
る
が
如

仙
初

昔
方
法
は
農
商
工
高
等
合
議
も
九
個
由
理
由
を
皐
げ
て
絶
封
に
己
れ
に
反
謝
し
た
。
最
も
要
望
せ
ら
れ
た
賠
は
、
会
債
を
語
巳
て
外

資
の
い
服
入
を
行
ふ
と
す
れ
ば
、
そ
の
資
金
を
以
て
内
図
人
所
有
自
公
債
を
買
上
げ
、
以
て
商
工
業
資
金
を
豊
か
危
ら
し
む
る
乙
在
、

及
び
外
資
の
流
入
を
自
然
白
趨
勢
に
任
じ
、
以
て
商
エ
週
末
白
必
要
注
る
部
商
に
必
要
な
る
資
金
主
獲
得
し
得
る
が
如
く
す
る
ヒ
と
、

の
二
期
で
あ
り
、
特
忙
強
調
せ
ら
れ
た
の
は
後
四
割
で
あ
っ
て
、
何
れ
に
し
て
も
現
寅
に
依
乏
せ
る
商
工
業
資
金
の
憐
充
が
焦
周
の

急
務
と
せ
色
れ
た
の
で
あ
る
。

右
目
要
望
を
代
表
吐
る
も
の
は
日
本
銀
行
の
見
解
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
ロ
印
ち
そ
り
「
日
清
戦
後
経
掛
事
情
」
に
於
て
、
伽
世

務
上
将
来
採
る
べ
き
三
つ
白
方
策
を
掲
げ
、
そ
の
第
一
策
は
『
政
府
は
従
来
の
方
針
を
纏
禎
し
、
帰
来
募
集
ず
べ
き
公
債
は
必
要
に

際
じ
て
之
を
海
外
市
場
に
募
集
し
、
共
の
募
入
金
は
現
送
又
は
鵠
替
作
用
に
よ
り
之
を
内
地
に
輸
入
す
る
E
と
』
で
あ
る
と
し
、

E

れ
忙
劃
し
て
左
白
如
〈
説
明
・
批
評
し
て
ゐ
る
。

『
政
府
蒼
第
一
策
を
採
用
せ
ば
、
過
去
四
ヶ
年
聞
の
鯉
祷
扶
態
は
其
中
度
合
陀
於
て
は
相
遮
あ
る
べ
き
も
崎
明
惜
一
一
一
十
大
年
頃
迄
は
椴
績
す
る
も
の

と
な
さ
ピ
る
べ
か
ら
ず
、
師
二
M
K
於
で
官
業
の
準
曹
は
白
容
易
な
る
べ
〈
、
園
民
も
事
其
白
儀
慶
を
蒙
n
p
其
の
費
力
噌
語
ナ
ベ

f
、
時
般
昭
事
業
を
讃

起
し
又
之
を
掛
張
す
る
の
慌
を
梓
4
L
、
然
れ
E
も
其
白
裏
面
の
現
象
を
現
察
す
る
と
き
は
、
点
目
府
は
外
岡
市
場
に
於
で
毎
年
敵
千
高
岡
田
時
債
を
畿

行
し
賛
金
を
輸
入
す
べ
き
が
故
‘
償
金
目
轍
入
と
同
ピ
〈
輸
入
超
過
・
物
傾
騰
貴
・
金
融
遁
誼
等
の
現
象
は
畠

f
相
績
で
起
る
ベ

f
、
金
融
市
場
は
断

へ
f
投
機
心
を
挑
灘
せ
ら
れ
、
民
閉
め
諸
事
業
は
純
開
界
自
般
理
確
定
せ
ざ
る
が
錦
種
々
の
妨
費
を
商
事
る
に
宝
る
ベ

L
A申
略
)
。

外
債
の
問
題
は
我
が
経
済
界
の
前
詮
に
碕
は
る
一
大
問
題
な
り
、
葦
我
が
商
工
業
及
貿
易
の
撞
歩
に
枠
ひ
、
自
然
に
件
費
の
我
が
市
場
に
流
入
す
る

は
最
嘉
す
べ
き
こ
ー
ξ

た
り
と
す
、
近
時
審
問
詩
闘
の
鵡
線
は
俄
に
東
洋
に
集
中
す
る
に
至
り
た
れ
ば
、
此
町
際
我
が
園
民
に
む
で
件
闘
民
作
動
す
る
交

際
を
親
密
に
し
信
用
を
帯
誕
す
る
と
と
を
努
品
ば
、
持
車
融
米
人
が
東
洋
に
於
で
事
業
を
計
量
す
る
も
の
櫛
4
靖
加
し
、
従
て
欧
米
の
費
金
を
向
弛
に

日
情
聴
事
後
白
川
昨
警
職
入

樺
六
蹴

第
五
十
八
巻

7L 

日丸ム一一

同 t、事96.，観(明糟豆十二年)、 197-9頁62') 



日
清
職
事
後
白
リ
作
費
捕
入

第
五
十
凡
巻

月
九
四

錦
六
輔

O 

註
入
し
得
る
こ
左
本
望
な
き
に
あ

vbf、
卸
、
(
一
)
或
は
外
岡
銀
行
出
我
が
輸
出
入
品
に
劃
ナ
る
融
調
護
金
E
靖
加
し
、
会
一
)
或
は
丹
人
自
抗
日
ら
著
〈

は
向
井
人
共
同
に
て
我
が
内
地
に
工
業
を
起
L
Y
3
二
或
は
外
人
が
我
が
佐
債
其
白
他
の
宿
債
謹
券
長
所
有
L
‘
(
回
)
或
は
我
よ
り
漣
で
海
外
に
銀
行

業
務
を
携
麗
し
件
因
。
資
金
を
内
地
に
吸
集
す
る
の
使
を
開
f
等
、
皆
件
費
注
入
白
鯉
路
と
ナ
、
此
畢
白
経
路
よ
り
来
る
所
白
日
丹
費
は
、
殺
が
掴
祷
界

の
情
勢
に
藤
ピ
て
自
然
に
轍
入
せ
ら
る
与
も
白
な
る
が
故
、
金
融
市
場
町
現
序
を
認
す
と
と
な
〈
、
岡
民
自
生
産
力
を
靖
越
す
る
に
最
放
カ
多
き
も
の

に
し
て
、
彼
の
北
米
合
指
岡
が
欧
洲
町
資
本
を
輸
入
し
た
る
も
皆
是
等
白
方
法
に
撮
り
た
る
も
四
と
す
。

之
に
反
し
て
政
府
出
升
債
募
集
円
手
段
を
取
る
と
き
は
、
一
時
に

E
額
四
費
金
量
輸
入
す
べ
き
が
故
、
勢
金
融
市
場
町
棋
序
を
視
さ
ピ
る
を
得
ず
、

其
白
鐙
涯
〈
償
金
及
外
債
枇
碍
金
支
泊
白
結
果
に
在
り
と
す
、
外
債
も
困
家
全
般
由
利
害
上
止
む
を
得
ぎ
る
揚
合
あ
る
べ
し
と
雄
、
車
に
極
済
企
の
貼

よ
り
断
論
ナ
る
と
き
は
、
勉
品
て
之
を
謎
け
、
内
地
租
諦
事
業
を
稜
蓮
し
白
掛
に
外
費
を
誘
致
す
る
由
誼
を
講
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
f
。』

要
す
る
に
外
資
輸
入
の
方
法
に
閥
、
も
て
は
、
自
然
的
に
そ
の
流
入
を
待
つ
の
が
最
も
望
ま
し
き
方
法
で
あ
る
己
と
が
強
調
せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
る
つ
で
、
更
陀
前
述
の
一
一
-
谷
軌
秀
や
閏
口
卯
吉
は
、
自
然
的
流
入
を
妨
げ
て
ゐ
る
が
如
き
制
度
上
・
法
律
上
の
障
碍
を

J

除
去
す
ぺ
昔
己
と
を
力
説
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
の
一
障
碍
の
除
去
陀
関
聯
し
て
、
外
人
の
土
地
所
有
の
問
題
が
盛
ん
に
論
議
せ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
己
込
で
は
繍
れ
左
い
と
と
4
A

ず
る
。

四

外
資
総
入
の
賞
際

「
東
洋
経
済
新
報
」
明
治
三
十
一
年
二
月
続
は
『
吾
枇
一
た
び
資
本
快
乏
外
費
輸
入
白
必
要
を
唱
道
し
て
よ
り
以
来
、
世
間
翁
然
と

し
て
之
陀
腰
き
、

一
一
一
異
論
者
友
雪
陀
あ
ら
宇
左
雄
、
他
は
皆
な
外
資
輸
入
の
一
日
も
漣
か
な
ら
ん
己
と
を
希
望
し
、

A
T
は
唯
だ
共

手
段
方
法
に
就
て
利
害
得
失
を
討
究
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
有
様
と
は
な
れ
り
。
然
れ

E
も
之
が
寅
行
の
計
賓
と
し
て
は
、
一
一
一
三
舎
枇
の

外
人
を
株
主
と
す
る
の
議
を
決
し
た
る
も
の
あ
る
と
、
金
子
堅
太
郎
氏
が

E
V
守
イ

v
・
グ
ン
氏
の
手
を
経

τ
一
億
二
千
寓
困
の
外

資
を
撒
入
し
以
て
一
大
銀
行
を
設
立
せ
ん
・
と
す
る
の
風
評
あ
る
の
外
、
未
だ
確
た
る
計
聾
あ
る
を
聞
か
十
、
而
か
も
金
子
氏
の
計
聾



の
如
昔
、
同
氏
自
ら
云
ム
所
に
依
る
も
、
来
だ
世
間
に
風
評
す
る
ほ
ど
の
運
び
に
は
至
瓦
居
ら
や
と
云
ム
』
云
々
と
報
止
で
ゐ
る
。

金
子
氏
の
外
資
銀
行
設
立
計
霊
は
、
前
項
に
掲
げ
た
帝
闘
工
業
銀
行
設
立
計
霊
を
指
す
も
白
で
あ
ら
う
。

降
っ
て
同
年
八
月
の
「
東
京
経
済
雑
誌
L
E
見
る
と
、
首
時
鍋
道
品
開
枇
に
じ
で
外
資
の
輸
入
を
企
て
る

η

も
の
漸
く
多
く
、
即
ち
『
房

機
織
道
曾
枇
は
横
波
居
留
地
廿
百
番
館
な
る
「
シ
モ

y
、
マ
一
ボ
ス
」
商
舎
よ
り
四
ヶ
年
据
置
き
、
=
一
ヶ
年
償
却
に
て
七
十
寓
闘
を
借

入
る
L
E
と
に
約
束
韓
ひ
、
甲
武
鍛
遺
品
問
枇
は
「
イ
リ
ヌ
」
商
曾
よ
り
五
十
寓
園
。
借
入
を
計
重
し
、
九
州
敏
道
曾
祉
の
借
入
金
百
八

十
南
国
は
、
目
下
金
調
陣
地
方
海
遊
中
怒
る
フ
呼
ン
チ
民
横
演
は
蹄
来
す
れ
ば
、
直
ち
に
契
約
締
結
せ
ち
る
べ
く
、
共
の
他
北
越
銭
道

曾
枇
・
山
居
間
市
場
合
祉
及
び
白
木
時
間
借
地
舎
祉
等
の
計
撃
せ
る
外
費
轍
入
-E
着
々

4
7
E
進
め
つ
よ
あ
っ
た
と
い
向
。
更
に
日
本
一
郵
船

舎
枇
が
一
千
高
園
。
外
債
を
越
し
、
同
時
忙
資
本
金
を
約
半
減
し
て
株
債
白
騰
貴
を
闘
ち
ん
止
す
る
計
葺
十
、
第
百
銀
行
が
濁
趨
よ

り
一
億
闘
を
轍
入
し
て
各
鍛
道
を
始
め
商
工
業
忙
貸
付
け
ん
と
す
る
計
霊
も
あ
っ
た
や
ろ
で
あ

h
o

此
等
の
計
聾
は
大
部
分
計
書
の
み
に
終
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
己
目
時
忙
首
り
政
府
は
忠
切
っ
て
外
債
を
募
集
し
た
。
明
治
三
十

二
年
倫
敦
に
於
て
募
集
せ
る
第
一
間
四
分
利
附
英
貨
会
債
(
師
ち
描
道
会
慣
・
事
業
会
慣
及
び
北
海
道
織
遺
骨
債
を
件
債
に
改
品
た
も
O
)
が
そ

れ
で
あ
っ
て
、
起
債
綿
額
一
千
寓
勝
、
利
率
年
四
分
、
三
十
三
年
一
月
一
日
よ
り
十
ヶ
年
据
置
き
、
爾
後
四
十
五
ヶ
年
間
に
抽
銃
償

還
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
政
府
比
於
て
は
右
の
諸
事
業
の
た
め
、
三
十
一
年
度

k
h繰
延
べ
七
公
債
募
集
強
定
額
、
及
び
三
十

二
年
度
の
公
債
募
集
強
定
額
、
並
忙
此
等
諸
事
業
費
と
し
で
一
時
繰
替
支
併
せ
る
償
金
部
へ
の
退
償
額
併
せ
て
一
億
二
十
徐
寓
国
あ

り、

E
れ
を
棉
で
公
債
に
主
っ
て
調
建
す
Z
必
要
が
生
巳
七
の
で
あ
る
が
、
首
時
の
我
が
金
融
界
の
寅
情
は
到
底
か
お
る
互
額
の
公

債
を
消
化
し
得
べ
し
と
も
忠
は
れ
十
、
『
来
年
度
に
於
て
も
品
開
限
到
底
斯
白
如
昔

E
額
の
公
債
を
募
集
す
る
E
と
を
許
さ
ざ
る
が
散

に
、
止
を
得
中
外
幽
に
於
て
之
を
募
集
す
る
L

E
と
6
h

し
仁
の
で
あ
っ
て
、
松
方
臓
相
の
右
に
闘
す
る
閣
議
に
於
け
る
説
明
中
間

『
園
家
が
外
幽
債
を
募
集
し
又
は
外
国
債
を
募
集
す
る
に
至
ち
宇
と
も
外
国
比
針
し
仕
携
を
保
誼
す
る
が
如
く
、
国
家
が
直
接

は

日
清
鞍
争
後
の
外
費
輔
入

傍
王
+
八
巻

一

悼
大
蹴

六
九
五

東津絡調新報、俸79披(明治宝十一年三月}、 26頁。
東京恒済雑誌、第940親、 3'41頁。
同上、俸94'説、 398買。
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目
指
職
畢
後
町
一
昨
費
輸
入

に
外
固
に
謝
し
て
債
務
を
負
ふ
と
と
は
、
人
民
が
園
家
の
関
係
を
離
れ
て
私
に
低
利
た
る
外
国
白
費
本
を
輸
入
し
以
て
事
業
を
計
聾

す
る
が
如
昔
揚
合
と
国
間
り
、
国
家
を
犠
牲
'
と
す
る
も
倫
共
仕
梯
白
責
に
任
十
ベ
き
結
m
訴
を
生
巴
、
唯
に
箇
人
の
破
産
又
は
事
業
の
失

敗
吃
以
て
止
む
べ
き
に
あ
ら
守
、
然
れ

E
亀
岡
家
の
事
業
は
共
必
要
あ
る
限
り
は
到
底
之
を
慶
ず
る
E
と
を
得
ざ
る
が
故
に
、
止
を

別

得
?
上
謹
の
如
き
基
礎
陀
依
り
一
億
圃
を
限
り
外
園
債
を
募
集
せ
ん
と
す
」
と
あ
り
、
そ
の
買
に
己
む
を
得
た
か
つ
に
事
情
が
明
か

第
五
十
八
巻

六
九
六

で
あ
る
。

俸
六
抗

己
の
外
政
府
は
三
十
年
に
軍
事
会
債
四
手
=
一
百
寓
園
、
三
十
五
年
に
五
分
利
会
債

L
千
寓
園
、
計
九
千
三
百
寓
闘
白
内
閲
債
の
海

外
寅
出
し
を
行
つ
に
が
、
己
れ
に
右
の
四
分
利
附
英
貨
公
債
の
邦
貨
換
算
額
九
千
七
百
六
十
三
寓
圃
を
加
ふ
れ
ば
、
合
計
一
億
九
千

六
十
寓
固
と
た
る
。

右
の
国
債
の
外
に
市
債
が
あ
っ
た
。
即
ち
=
一
十
二
年
、
神
戸
市
は
水
道
事
業
費
を
市
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ん
と
し
、
偶
々
金
利
昂

騰
・
募
集
困
難
に
遭
遇
し
て
、
毛
の
一
部
二
十
五
寓
園
を
芙
貨
支
梯
白
+
巾
債
と
し
て
様
潰
居
留
由
貿
易
曾
杜
代
表
モ
ー
ル
ス
上
り
調

達
し
加
。
と
れ
純
然
た
る
外
資
輸
入
白
晴
失
と
し
て
監
倖
さ
れ
た
と
と
る
で
一
b
i。
吹
で
大
阪
市
築
路
公
債
の
一
部
が
海
外
主
賀
山
制

さ
れ
た
。
郎
ち
同
会
債
は
一
般
市
場
忙
於
け
る
募
集
不
能
D
た
め
第
三
銀
行
の
一
手
引
受
と
佐
り
、
綿
額
千
七
百
徐
高
闘
を
三
十
一

年
一
月
よ
り
三
十
五
年
六
月
に
至
る
ま
で
十
四
岡
に
亙
っ
て
調
蓮
し
得
た
の
も
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
三
百
八
寓
五
千
闘
は
同
銀
行
の

献
策
に
基
昔
、
倫
敦
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
商
曾
D
下
受
に
よ
っ
て
海
外
陀
費
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
本
邦
地
方
債
に
し
て
外
園
市
場
に

流
通
せ
る
も
の
L
幅
失
と
い
ほ
れ
て
ゐ
九
回
。

明
治
三
十
六
年
末
現
在
陀
於
で
、
輸
入
外
資
と
し
て
明
示
し
得
べ
き
も
白
は
以
上
に
止
ま
り
、
合
計
一
億
九
千
四
百
八
十
六
寓
五

千
固
に
過
ぎ
宇
、
己
れ
を
日
露
戦
争
後
例
へ
ば
明
治
四
十
年
末
現
在
白
十
四
億
国
儀
に
比
す
れ
ば
七
分
の
一
に
も
足
ら
左
い
。
外
泊
宜

職
入
の
形
憶
に
は
、
海
外
流
出
内
園
債
、
募
集
又
は
流
出
白
枇
償
、
外
人
放
費
等
あ
る
べ
き
も
、

十
六
年
末
現
在
に
闘
す
る
限

明治財放史、傍8巷、 1']1-2貰。
神戸市臭、本編、各詑、 25']-5頁。
東京紹済雑誌、停988旗、回z頁。
明治J).正太阪市虫、第4替、 544-6買。

24) 
2$) 
26) 
27) 



り
、
此
等
は
不
詳
又
は
皆
無
に
し
て
、
た
と
び
か
L
る
形
態
に
於
て
若
干
の
一
外
費
の
流
入
が
あ
っ
た
忙
し
で
も
、
そ
D
額
は
殆
E
い

ふ
に
足
ら
た
か
っ
仁
で
あ
ら
う
。

外
資
職
入
論
が
朝
野
の
間
に
あ
れ
だ
け
盛
ん
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
や
、
そ
白
費
際
が
か
く
の
如
く
振
は
左
か
一
つ
七
理
由
と
し
て
、

営
時
大
限
伯
は
民
間
事
業
の
針
外
信
用
が
乏
し
昔
己
と
を
皐
げ
て
ゐ
る
。
更
に
近
藤
原
平
氏
は
「
銀
行
通
信
銀
」
に
於
て
、
日
本
の

法
律
が
外
人
民
土
地
所
有
樺
を
詐
苫
ぜ
る
と
と
、
日
本
の
法
俸
は
煩
潰
に
し
て
諸
般
り
手
練
面
倒
在
る
と
と
、
日
本
人
は
外
人
に
針

し
て
資
本
の
持
分
だ
け
D
椿
利
を
奥
へ
ざ
る
こ
と
、
日
本
は
早
晩
露
西
彊
B
F
一
戦
端
を
開
く
恐
れ
あ
る
と
と
、
の
四
つ

D
理
由
を
掲
げ

て
ゐ
伽
。
比
等
の
理
由
は
何
れ
も
肯
擦
に
あ
た
る
。
就
中
土
地
所
有
権
の
問
題
、
舎
祉
に
於
け
る
持
主
閣
の
問
題
は
、
明
治
維
新
以

来
日
清
戦
争
に
至
る
ま
で
、
努
め
て
外
資
の
流
入
を
担
否
せ
ん
と
し
た
態
度
の
継
績
を
息
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。

日
清
戦
争
後
、
外
資
を
輸
入
す
べ
し
と
の
議
論
旺
盛
と
左
り
、
政
府
亦
貨
幣
制
度
の
改
草
に
上
り
、
ま
た
そ
D
他
D
措
置
を
静
巴

で
外
資
の
轍
入
を
陰
に
陽
に
勧
奨
す
る
が
如
き
態
度
を
と
っ
た
。
併
し
乍
ら
そ
D
費
際
は
上
述
ゐ
如
く
で
あ
っ
て
、
政
府
白
沿
倫
敦

Mm 

に
於
て
募
集
せ
る
公
債
も
、
餓
道
敷
設
並
に
改
良
費
・
製
鋼
所
設
立
費
・
電
話
事
業
損
張
費
に
兎
て
ら
る
ペ
骨
も
の
で
あ
っ
亡
。
そ

れ
は
神
戸
市
水
道
公
債
及
び
犬
阪
市
築
港
会
債
と
共
に
会
盆
企
業
に
芳
首
せ
ら
れ
、
民
間
企
業
陀
封
ず
る
閥
係
が
間
接
的
で
あ
っ
た

巴
と
は
い
ふ
迄
も
た
い
。

か
〈
て
日
清
戦
争
後
白
企
業
熱

κ直
接
的
に
底
へ
得
た
も
の
は
、
己
れ
に
よ
っ
て
動
員
せ
ら
れ
た
民
間
D
蓄
積
資
本
で
あ
っ
た
と

い
ほ
ね
は
た
ら
ぬ
。
従
う
て
企
業
熱
と
そ
れ
に
臆
へ
得
ベ
き
蓄
積
資
本
の
差
が
資
本
白
不
足
ど
左
り
、
金
利

E
暴
騰
せ
し
め
に
白
で

あ
り
、
士
七
三
十
三
年
末
に
は
、
北
清
挙
鎮
の
影
響
共
他
と
相
倹
ワ
て
、
恐
慌
を
惹
起
せ
し
め
、
爾
後
の
不
景
気
を
し
て
深
刻
な
ら

し
め
に
白
で
あ
る
。

附
記

l
本
稿
は
「
明
抽
維
新
以
後
に
於
け
る
組
桝
政
策
」
な
る
題
下
に
、
日
本
事
術
援
興
曾
よ
り
援
助
を
受
け
て
な
し
つ

L
る
る
研
究
由
一
部

e
あ
る
。

日
清
戦
争
後
四
件
費
輸
入

第
五
+
八
巻

六
丸
七

傍
大
韓

〆

高橋亀吉、明精大理産業費建史、 484~487買参照。
拙稿、明暗前期の件費排時に就で〈本誌、第56巻、第z腕)参照。
明治財政車、第8巻、 632買。
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)
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